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第一部 【企業情報】 

第１ 【企業の概況】 

連結経営指標等 

  

 
(注) 売上高には、消費税等は含まれておりません。 

  

１ 【主要な経営指標等の推移】

回次
第12期

第１四半期連結 
累計(会計)期間

第11期

会計期間
自 平成20年４月１日
至 平成20年６月30日

自 平成19年４月１日
至 平成20年３月31日

売上高 (千円) 1,988,217 7,775,992

経常利益 (千円) 411,177 2,498,589

四半期(当期)純利益 (千円) 173,473 735,316

純資産額 (千円) 10,528,216 10,679,923

総資産額 (千円) 16,113,359 19,502,973

１株当たり純資産額 (円) 72,962.53 81,351.71

１株当たり四半期 
(当期)純利益金額 

(円) 1,460.68 6,233.93

潜在株式調整後 
１株当たり四半期 
(当期)純利益金額 

(円) 1,418.20 6,037.53

自己資本比率 (％) 56.3 47.8

営業活動による 
キャッシュ・フロー 

(千円) △514,794 781,834

投資活動による 
キャッシュ・フロー 

(千円) △472,176 △413,356

財務活動による 
キャッシュ・フロー 

(千円) △5,054 772,357

現金及び現金同等物の 
四半期末(期末)残高 

(千円) 3,494,225 4,469,904

従業員数 (名) 279 267
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当社グループ（当社及び当社の関係会社）は、インターネット関連事業（メディア＆コマース事業、ア

ドバタイジング事業、企業のマーケティングを支援するソリューション事業等）、インベストメント＆イ

ンキュベーション事業（ベンチャーキャピタル投資、人材育成や企業の事業立ち上げ、インキュベーショ

ンオフィス運営、人材採用支援サービス、インターネットテクノロジーの開発及び支援、アジア事業

等）、その他事業（3Di事業等）を主な事業としております。 

 当社グループの当該事業に係る位置付けは以下のとおりであります。 

  

 
（注）当第１四半期連結会計期間から事業の種類別セグメントを変更しております。変更の内容につきましては、「第

５ 経理の状況 １.四半期連結財務諸表 注記事項（セグメント情報）」に記載のとおりであります。 

  

  

当第１四半期連結会計期間における、重要な関係会社の異動は以下のとおりです。 

  

（1）合併 

 
(注) １．「主要な事業の内容」欄には、事業の種類別セグメントの名称を記載しております。 

２．特定子会社であります。 

３．平成20年４月１日にngi capital株式会社と株式会社ラインズが合併し、ngi capital株式会社となりまし

た。 

４．平成20年５月１日にngi group株式会社とngi capital株式会社が合併し、ngi group株式会社となりまし

た。 

５．売上の一部は当社グループに対するものであります。 

６．製品又はサービスの一部を当社グループから仕入れております。 

  

２ 【事業の内容】

区分 主要な関係会社

インターネット関連事業 株式会社アルトビジョン、データセクション株式会社、株式会
社RSS広告社、株式会社タイルファイル、株式会社フラクタリ
スト、株式会社富士山マガジンサービス、株式会社TAGGY（持
分法適用会社） 

インベストメント＆インキュベーション事業 当社、株式会社アップステアーズ、株式会社ジョブウェブ、未
来予想株式会社、株式会社トレンドアクセス、アットプレス株
式会社、ngih投資事業有限責任組合、株式会社ネットエイジ、
ngi ベンチャーコミュニティ・ファンド２号投資事業有限責任
組合、上海網創投資諮詢有限公司、北京創元世紀投資諮詢有限
公司、ワンジーテクノロジーズ株式会社（持分法適用会社）、
ngiⅡ投資事業組合（持分法適用会社） 

その他事業 3Di株式会社、株式会社ジクラボ、株式会社DIOジャパン（持分
法適用会社） 

３ 【関係会社の状況】

名称 住所
資本金
（千円）

主要な事業の内容
議決権の所有
割合（％）

関係内容

（提出会社） 

ngi group株式会社 
(注)４

東京都港区 1,820,044 全社 ― 取引…有(注)５、６

（連結子会社） 

ngi capital株式会社 
(注)２、３、４

東京都港区 126,000
インベストメント＆
インキュベーション
事業 

100.0
役員の兼任等…２名
当社からの貸付…有 
取引…有(注)５、６ 

 
株式会社ラインズ 
(注)３ 

 
東京都目黒区 96,000

インベストメント＆
インキュベーション
事業 

 
100.0

 
役員の兼任等…１名 
当社からの貸付…有 
取引…無 
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（2）除外 

該当事項はありません。 

  

（3）新規 

該当事項はありません。 

  

(1) 連結会社における状況 

当社グループの事業の種類別セグメントにおける従業員数は以下のとおりであります。 

                          平成20年６月30日現在 

 
(注) １．従業員数は当社グループから当社グループ外への出向者を除き、当社グループ外から当社グループへの出向

者を含む就業人員数であり、臨時従業員数（アルバイト、契約社員、人材会社からの派遣社員を含んでおり

ます。）は、当第１四半期連結会計期間の平均雇用人員（１日８時間換算）を（ ）外数で記載しておりま

す。 

２．当第１四半期連結会計期間において従業員数が前連結会計年度末に比べ12名増加しておりますが、これは業

容拡大に伴う採用増によるものであります。 

  

(2) 提出会社の状況 

平成20年６月30日現在 

 
(注) １．従業員数は就業人員数であり、臨時従業員数（アルバイト、契約社員、人材会社からの派遣社員を含んでお

ります。）は、当第１四半期会計期間の平均雇用人員（１日８時間換算）を（ ）外数で記載しておりま

す。 

２．従業員が当第１四半期会計期間において38名増加しておりますが、これは主に平成20年５月１日付で当社と

連結子会社であるngi capital株式会社が合併したことに伴う移籍によるものであります。 

  

４ 【従業員の状況】

事業の種類別セグメントの名称 従業員数(名) 

インターネット関連事業 142（21） 

インベストメント＆インキュベーション事業 92（14） 

その他事業 12（―） 

当社（管理部門） 33（２） 

合計 279（37） 

従業員数(名) 68（5）

─ 4 ─



第２ 【事業の状況】 

(1) 生産実績 

当社グループは生産活動を行っておりません。 

  

(2) 受注実績 

当社グループは受注活動を行っておりません。 

  

(3) 販売実績 

当第１四半期連結会計期間における販売実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりで

あります。 
  

 
(注) １．セグメント間取引については、相殺消去しております。 

２．インベストメント＆インキュベーション事業の販売高には、インベストメント＆インキュベーション事業で

運用している投資事業組合の管理報酬、成功報酬が含まれています。 

３．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。 

  

  

１ 【生産、受注及び販売の状況】

事業の種類別セグメントの名称 販売高(千円)

インターネット関連事業 1,004,570 

インベストメント＆インキュベーション事業 973,266 

その他事業 10,380 

合計 1,988,217 
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ngi capital株式会社と株式会社ラインズとの合併 

 連結子会社であるngi capital株式会社は、連結子会社である株式会社ラインズと平成20年２月25日

に合併契約を締結し、平成20年３月26日の臨時株主総会において承認され、平成20年４月１日に合併しま

した。 

（1）合併の目的 

 当社グループにおいては今後の成長性が高い分野へ積極的に投資を行っておりますが、既存事

業ポートフォリオについては市場影響や成長性、グループ内のシナジーなどを勘案した上で便宜

見直しを図り、事業再編を推進しております。 

 この事業再編をさらに進める観点から、グループ内企業の集約化を図ることにより経営効率の

向上とコスト削減などを目的として100％子会社であるngi capital株式会社を中核として、株式

会社ラインズの合併を行うものであります。 

（2）合併の方法 

 ngi capital株式会社を存続会社とし、株式会社ラインズは解散しております。 

（3）合併に際して発行する株式及び割当 

 当社の完全子会社であるため、合併比率の取り決めはありません。また、本合併に伴う新株式

の発行及び資本金の増加並びに合併交付金の支払はありません。 

（4）合併の期日 

 平成20年４月１日 

（5）財産の引継ぎ 

 ngi capital株式会社は、平成20年４月１日現在の株式会社ラインズの貸借対照表その他同日現

在の計算を基礎とし、これに合併に至るまでの増減を加除した一切の資産、負債及び権利義務を

合併期日において引き継ぎます。 

（6）吸収合併消滅会社の合併時の資産・負債の状況 

 
（7）吸収合併存続会社となる会社の資本金・事業の内容（当該吸収合併後） 

①資本金   126百万円 

②事業内容 投資ファンドの運用、フィナンシャルアドバイザリー事業、コンサルティング事業 

  

２ 【経営上の重要な契約等】

資産 負債

科目 金額 科目 金額

流動資産 51百万円 流動負債 6百万円

固定資産 1百万円 負債合計 6百万円

資産合計 53百万円 
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当社とngi capital株式会社との合併 

当社は、連結子会社であるngi capital株式会社と平成20年２月28日に合併契約を締結し、同日の取締

役会において承認され、平成20年５月１日に合併しました。 

（1）合併の目的 

 当社グループにおいては今後の成長性が高い分野へ積極的に投資を行っておりますが、既存事

業ポートフォリオについては市場影響や成長性、グループ内のシナジーなどを勘案した上で便宜

見直しを図り、事業再編を推進しております。 

 さらに、当社グループにおける事業環境の変化に対し、より柔軟な対応と経営資源の効率的活

用を促進することを目的として、当社とngi capital株式会社との合併を行うものであります。 

（2）合併の方法 

 当社を存続会社とし、ngi capital株式会社は解散しております。 

（3）合併に際して発行する株式及び割当 

 当社の完全子会社であるため、合併比率の取り決めはありません。また、本合併に伴う新株式

の発行及び資本金の増加並びに合併交付金の支払はありません。 

（4）合併の期日 

 平成20年５月１日 

（5）財産の引継ぎ 

 当社は、平成20年５月１日現在のngi capital株式会社の貸借対照表その他同日現在の計算を基

礎とし、これに合併に至るまでの増減を加除した一切の資産、負債及び権利義務を合併期日にお

いて引き継ぎます。 

（6）吸収合併消滅会社の合併時の資産・負債の状況 

 
（7）吸収合併存続会社となる会社の資本金・事業の内容（当該吸収合併後） 

①資本金   1,820百万円 

②事業内容 持株会社、投資ファンドの運用、フィナンシャルアドバイザリー事業、コンサルテ

ィング事業、インターネットのテクノロジー開発・支援、新規事業の研究開発 

  

資産 負債

科目 金額 科目 金額

流動資産 11,965百万円 流動負債 5,337百万円

固定資産 950百万円 固定負債 0百万円

資産合計 12,916百万円 負債合計 5,337百万円
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第三者割当による自己株式の処分 

（1）内容 

 平成20年５月８日、当社と日本電信電話株式会社（以下NTT）及びNTTが情報通信分野における

先端的かつ革新的なサ-ビス・技術や新たなビジネスモデルを基に今後の成長が期待される企業に

投資をする目的で設立した100％子会社であるNTTインベストメント・パ－トナ－ズ株式会社との

間で次世代ネットワ－ク（NGN）を中心としたネットワ－ク環境を活用し、3Dインタ－ネット/メ

タバ－ス（仮想空間）事業などの新たなビジネスの事業化と、ベンチャ－投資分野に関して事業

提携契約を締結いたしました。こうした中で、NTTインベストメント・パートナーズファンド投資

事業組合に対して当社が所有する自己株式11,000株の処分を行うものであります。 

（2）調達する資金の額及び使途 

①調達する資金の額 

1,452,000,000円 

②調達する資金の具体的な使途 

当該自己株式の処分による取得資金は、3Dインタ－ネット/メタバ－ス（仮想空間）事業領域に

おける開発資金、借入金の返済及びその他の事業領域における投資資金に充当する予定でありま

す。 

（3）自己株式処分要領 

①処分株式数 

11,000株 

②処分価額 

１株につき132,000円 

③処分価額の総額 

1,452,000,000円 

④処分方法 

NTTインベストメント・パートナーズファンド投資事業組合に譲渡する。 

⑤払込期日 

平成20年５月26日 

⑥処分後の自己株式数 

1,271株 
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文中における将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において、当社グループが判断したもの

であります。 

（1） 経営成績の分析 

当第１四半期連結会計期間の連結業績は、売上高が1,988百万円（前年同期比52.5%増）とな

り、営業利益は438百万円（前年同期比29.6%増）、経常利益は411百万円（前年同期比21.9%

増）、四半期純利益は173百万円（前年同期比13.1%増）となりました。 

事業の種類別セグメントの業績を示すと、次のとおりであります。 

  

(インターネット関連事業） 

 当第１四半期連結会計期間におけるインターネット関連事業の売上高は1,004百万円（前年同期

比109.6%増）となり、前年同期から525百万円増加しました。また営業利益は79百万円（前年同期

は営業損失56百万円）となり、黒字化を達成しております。 

 業績の主な要因は、株式会社富士山マガジンサービス及び株式会社フラクタリストを連結子会

社化したことにより両社の売上及び利益が寄与したこと、また株式会社RSS広告社において堅調に

事業が推移したことなどによります。 

  

(インベストメント＆インキュベーション事業） 

 当第１四半期連結会計期間におけるインベストメント＆インキュベーション事業の売上高は973

百万円（前年同期比18.1%増）となり、前年同期から149百万円増加しました。また営業利益は657

百万円（前年同期比12.3%増）となり、前年同期から71百万円増加しました。 

 業績の主な要因は、ファンドの管理報酬が安定的収益源となっているほか、保有する上場株式

の売却益や、株式会社ロケーションバリュー等の未公開株式の売却益が寄与したことなどにより

ます。 

  

(その他事業) 

 当第１四半期連結会計期間におけるその他事業の売上高は10百万円（前年同期比1,613.0%増）

となり、前年同期から９百万円増加しました。また営業損失は28百万円（前年同期は営業損失17

百万円）となりました。 

 その他事業セグメントにおいては、立ち上げ段階にあるものの、今後の市場ニーズの高まりと

ともに急成長する可能性のある事業群であり、当社の戦略的投資事業領域と位置付けておりま

す。 

  

（2）財政状態の分析 

(流動資産) 

当第１四半期連結会計期間末における流動資産の残高は12,938百万円（前連結会計年度末比

23.0%減）となり、前連結会計年度末に比べ3,875百万円減少しました。これは主に営業投資有価

証券が3,466百万円減少したことなどによります。 

３ 【財政状態及び経営成績の分析】
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(固定資産) 

当第１四半期連結会計期間末における固定資産の残高は3,174百万円（前連結会計年度末比

18.1%増）となり、前連結会計年度末に比べ485百万円増加しました。これは主に投資有価証券が

560百万円増加したことなどによります。 

(流動負債) 

当第１四半期連結会計期間末における流動負債の残高は5,168百万円（前連結会計年度末比

38.7%減）となり、前連結会計年度末に比べ3,257百万円減少しました。これは主に短期借入金が

1,390百万円、繰延税金負債が1,205百万円、未払法人税等が696百万円減少したことなどによりま

す。 

(固定負債) 

当第１四半期連結会計期間末における固定負債の残高は416百万円（前連結会計年度末比4.8%

増）となり、前連結会計年度末に比べ19百万円増加しました。これは主に繰延税金負債が15百万

円増加したことなどによります。 

(純資産) 

当第１四半期連結会計期間末における純資産の残高は10,528百万円（前連結会計年度末比1.4%

減）となり、前連結会計年度末に比べ151百万円減少しました。これは主にその他有価証券評価差

額金が2,103百万円、自己株式が1,180百万円減少したことなどによります。 

 この結果、当第１四半期連結会計期間末の自己資本比率は56.3%となり、前連結会計年度末より

8.5%増加し、１株当たり純資産額は72,962円53銭となりました。 

  

（3）キャッシュ・フローの状況 

当第１四半期連結会計期間における現金及び現金同等物は3,494百万円（前連結会計年度末比

21.8％減）となり、前連結会計年度末に比べ975百万円減少しました。 

 当第１四半期連結会計期間におけるキャッシュ・フローの状況とそれらの主な要因は以下のと

おりであります。 

(営業活動によるキャッシュ・フロー) 

営業活動の結果使用した資金は514百万円（前年同期は936百万円の使用）となりました。 

 収入の主な内訳は、税金等調整前四半期当期純利益383百万円等であり、支出の主な内訳は、営

業投資有価証券の増加額150百万円、法人税等の支払額854百万円等であります。 

(投資活動によるキャッシュ・フロー) 

投資活動の結果使用した資金は472百万円（前年同期は279百万円の使用）となりました。 

 収入の主な内訳は、投資有価証券の売却による収入85百万円等であり、支出の主な内訳は、投

資有価証券の取得による支出495百万円、無形固定資産の取得による支出91百万円等であります。

(財務活動によるキャッシュ・フロー) 

財務活動の結果使用した資金は５百万円（前年同期は858百万円の獲得）となりました。 

 収入の主な内訳は、自己株式の処分による収入1,452百万円、少数株主からの払込による収入

179百万円等であり、支出の主な内訳は、短期借入金の純減少による支出1,390百万円、自己株式

の取得による支出195百万円等であります。 
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（4）事業上及び財務上の対処すべき課題 

当第１四半期連結会計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はあ

りません。 

  

なお、当社は財務及び事業の方針の決定を支配する者の在り方に関する基本方針を定めてお

り、その内容等（会社法施行規則第127条各号に掲げる事項）は次のとおりであります。 

  

平成19年７月13日開催の取締役会において、当社グループとして株主の皆様共同の利益確保・

向上のため、当社に対する濫用的な買収等を未然に把握し、株主の皆様にその買収防衛の可否を

判断いただくため、当社の株式の大規模買付行為に関するルールを定めることを決議しました

が、本ルールの有効期間が平成20年6月25日開催の定時株主総会終結の時を以って終了したことを

受け、平成20年６月26日開催の取締役会において、本ルールの継続を決議いたしました。その概

要は下記のとおりであります。 

① 本ルールの目的 

大規模買付行為を受け入れるかどうかは、最終的には株主の皆様のご判断に委ねられるべき事

項であると考えますが、そのためには買収提案に関する十分な情報やそれを評価するために相応

の時間が株主の皆様に提供されて然るべきであると考えます。  

 そのためにも、大規模買付者の提示する当社株式の取得対価および取得後の経営計画が妥当か

どうかを株主の皆様に適切にご判断いただくためには、大規模買付者及び当社取締役会の双方か

ら、当社グループが営む事業の背景を踏まえた上で、今後の経営方針、事業計画などの当社グル

ープの将来の企業価値を形成すべき方針や施策について適切かつ十分な情報が提供されることが

不可欠です。 

また、大規模買付行為によって株主の皆様が不測の不利益を被ることを防止し、場合によって

は諮問委員会が株主の皆様の利益のために買収提案の改善を大規模買付者に要求する、あるいは

代替案を提示するためのルールが必要だと考えます。 

また、平成20年３月31日現在、当社役職員等により発行済株式総数の32％以上が保有されてお

りますが、当社は公開会社であり、株主の意思に基づく自由な売買が可能であることから、当社

役職員等が各々の事情に基づき株式の譲渡その他の処分をすることによって上記比率が低下する

可能性があります。また、当社グループは今後、高い経済成長が見込まれる地域やインターネッ

ト以外の成長産業にも投資対象を広げるなど、あらゆるビジネス領域への進出も中期的な経営戦

略としており、その過程において新株式の発行等、資本市場から資金調達を行った場合には各株

主の持株比率は希釈化される可能性もあり、現在の株主構成が大幅に変動する可能性がありま

す。 

これらの事由を考慮すると、当社グループの企業価値または株主共同の利益を侵害するような

大規模買付行為が行われる可能性も決して否定できない状況にあります。このため、当社ではこ

のような基本的な考え方のもとで、以下のとおり大規模買付行為を行うに際してのルールを設定

いたします。 
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② 本ルールの内容 

（イ）大規模買付者は大規模買付行為を行う前に必ず当社取締役会宛に以下の内容を含んだ意向表

明書とともに大規模買付者の商業登記簿謄本及び定款の写し等、大規模買付者の存在を証

明する書類等を添付して郵送にて提出するものとします。 

(甲) 大規模買付者の名称、住所、設立準拠法、代表者の氏名、国内連絡先 

(乙) 大規模買付者が既に保有する当社株券等の数 

(丙) 大規模買付者が今後取得を予定する当社株券等の数 

(丁) 本ルールに従う旨の誓約 

（ロ）当社は大規模買付者からの意向表明書を受領した日の翌日から10営業日以内に、大規模買付

行為に対して株主の皆様及び諮問委員会が判断を行うに十分な以下の内容を含んだ情報の

リスト（以下「情報リスト」という）を大規模買付者に交付します。 

(甲) 大規模買付者の概要（大規模買付者の事業内容、当社グループの事業と同種の事業につい

ての経験を含みます。） 

(乙) 大規模買付行為の目的及び内容 

(丙) 当社株式の取得対価及びその算定根拠 

(丁) 買付資金の存在を根拠づける資料 

(戊) 当社の経営に参画後５年間に想定している経営方針、事業計画、財務計画、資本政策、配

当政策、資産活用策等 

(己) その他、当該大規模買付行為を判断するのに必要な情報 

大規模買付者は当社から情報リストを受領後、速やかに情報リストに従って諮問委員

会に対して情報を提供するものとし、当初に大規模買付者から提供された情報では情報

リストが求める内容に不十分であると当社諮問委員会が判断した場合には、大規模買付

行為に対する判断を行うに十分な情報が揃うまで大規模買付者に対して情報提供を求め

ることがあります。なお、本ルールに則った大規模買付者が現れた事実及び諮問委員会

に提供された大規模買付行為に関する情報は、株主の皆様の判断のために必要であると

認められる場合は、諮問委員会が適切と判断する時点で、その全部又は一部を開示いた

します。 

（ハ）諮問委員会は、情報リストに基づく大規模買付行為に関する情報のすべてを受領したと判断

された時点で、その旨を大規模買付者に通知いたします。当該通知をした日の翌日から60

日（買付の対価を円貨の現金のみとする公開買付による当社株式の買付の場合）又は90日

（その他の場合）以内の期間をもって、大規模買付行為を評価、検討、交渉、意見形成及

び代替案立案のために必要な期間（以下、「諮問委員会検討期間」という）として確保で

きてしかるべきものと考えます。諮問委員会は諮問委員会検討期間内に独立の外部専門家

（弁護士、公認会計士、フィナンシャル・アドバイザー、コンサルタントその他の専門

家）の助言を受けながら、大規模買付行為に対する諮問委員会としての意見を慎重に取り

まとめ、大規模買付者に通知するとともに、適時かつ適切に株主の皆様へ開示いたしま

す。 なお、当社の本ルールを鑑み、大規模買付者による大規模買付行為は（ハ）における

諮問委員会としての意見を大規模買付者へ通知し、株主の皆様へ開示を行った以降におい

てのみ開始するものとします。 
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③ ルール 

（イ）大規模買付者が本ルールを遵守した場合 

大規模買付者が当社が設定した本ルールを遵守したうえで大規模買付行為を実施する場合

に、当社取締役会は、当該大規模買付行為に対する反対意見を表明したり、代替案を提案し

て株主の皆様を説得したり、その他の適法且つ相当な対応をとることがありますが、④に定

める対抗措置をとりません。 

ただし、たとえ当社が設定した本ルールを遵守した大規模買付行為であった場合でも、当

該大規模買付行為が以下にあげるような企業価値・株主共同の利益の確保・向上の原則に反

する行為であると諮問委員会が判断した場合には、企業価値・株主共同の利益を確保するた

めに④に定める対抗措置をとる場合があります。 

(甲) 真に当社の会社経営に参画する意思がないにもかかわらず、大規模買付行為を行い、その

株式について当社及び当社関係者に対して高値買取りを要求する行為 

(乙) 会社を一時的に支配して、会社の重要な資産等を廉価に取得する等会社の犠牲のもとに買

収者の利益を実現する経営を行うような行為 

(丙) 会社の資産を買収者やそのグループ会社等の債務の担保や弁済原資として流用する行為 

(丁) 会社経営を一時的に支配して会社の事業に当面関係していない高額資産等を処分させ、そ

の処分利益をもって一時的な高配当をさせるか、一時的高配当による株価の急上昇の機

会をねらって高値で売り抜ける行為 

(戊) 強圧的二段階買収（最初の買付で全株式の買付を勧誘することなく、二段階目の買付条件

を不利に設定し、あるいは明確にしないで、公開買付け等の株式買付を行うことをい

う。）など株主に株式の売却を事実上強要するおそれがある行為 

（ロ）大規模買付者が本ルールを遵守しない場合 

大規模買付者が当社が設定した本ルールを遵守しない場合には、諮問委員会は企業価値・

株主共同の利益の確保を目的として、④に定める対抗措置をとることとします。 

④ 対抗措置 

本ルールにおける対抗措置としては、法令及び当社定款上許容されるその他の手段を想定して

おりますが、その選択につきましては、大規模買付者以外の当社株主の皆様の経済的ご負担や不

利益を極力回避することを念頭におき、その緊急対応性、効果及びコスト等を総合的に勘案した

上で、諮問委員会の協議によって決定され、その対抗措置が新株式や新株予約権の発行などによ

る当社の議決権の数に変動を生じさせる可能性のある方法の場合にはそのすべてを株主総会に諮

り、株主の皆様のご判断をいただく他、その他の対抗措置をとる場合においても必要に応じて株

主の皆様にご判断をいただく場合があります。 
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⑤ 株主の皆様および投資家の皆様に与える影響 

（イ）本ルールが株主の皆様および投資家の皆様に与える影響等 

本ルールは、当社株主の皆様に対して、大規模買付行為に応じるか否かをご判断いただく

ために必要かつ十分な情報や諮問委員会の意見を提供し、さらには、当社株主の皆様が諮問

委員会からの代替案の提示を受ける機会を保証することを目的としています。 

また、本ルールに従って大規模買付行為が行われるにもかかわらず、当社が対抗措置を発

動するのは、当社の企業価値・株主共同の利益が著しく損なわれると合理的に判断される場

合に限られます。従いまして、本方針の導入は当社株主の皆様及び投資家の皆様の共同の利

益の確保に資するものであると考えております。 

なお、③において述べたとおり、大規模買付者が本ルールを遵守するか否かにより大規模

買付行為に対する当社の対応が異なり得ますので、当社株主の皆様及び投資家の皆様におか

れましては、大規模買付者の動向にご注意くださいますようお願いいたします。 

（ロ）対抗措置発動時に株主の皆様及び投資家の皆様に与える影響等 

当社の社外取締役の協議の結果、当社グループの企業価値・株主共同の利益の確保を目的

として、法令及び当社定款上許容される対抗措置を発動する場合については、当社の株主総

会において株主の皆様にご判断いただく場合か否かにかかわらず当社株主の皆様（本ルール

に違反した大規模買付者及び③（イ）において当社の企業価値・株主共同の利益の確保に反

する大規模買付行為であると当社の社外取締役および社外監査役が判断した大規模買付者を

除きます）が法的権利又は経済的側面において格別の損失を被るような事態が生じることは

想定しておりません。諮問委員会が具体的な対抗措置を発動することを決定した場合には、

法令および証券取引所規則に従って適時かつ適切な開示を行います。 

⑥ 本ルールの見直し及び有効期間 

本ルールは関係法令の整備等を踏まえ、当社取締役会において随時見直しを行い、また、当社

取締役会または株主総会の決議により、何時でも廃止することができるものとします。 

また、本ルールの有効期間は平成21年６月下旬開催予定の当社定時株主総会終結の時までと

し、当該定時株主総会において選任される取締役によって構成される取締役会において再度設定

の検討がなされることとします。 

  

（5）研究開発活動 

当第１四半期連結会計期間の研究開発費の総額は６百万円であります。 

─ 14 ─



第３ 【設備の状況】 

(1) 主要な設備の状況 

当第１四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。 

  

  

(2) 設備の新設、除却等の計画 

該当事項はありません。 
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第４ 【提出会社の状況】 

(1) 【株式の総数等】 

① 【株式の総数】 

  

 
  

② 【発行済株式】 

  

 
(注) 提出日現在の発行数には、平成20年８月１日から本四半期報告書提出日までの新株予約権の行使（旧商法に基

づき発行された新株引受権の権利行使を含む。）により発行された株式数は、含まれておりません。 

  

１ 【株式等の状況】

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 443,544

計 443,544

種類
第１四半期会計期間 
末現在発行数(株) 
(平成20年６月30日)

提出日現在
発行数(株) 

(平成20年８月12日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 127,185 127,203
東京証券取引所
（マザーズ）

―

計 127,185 127,203 ― ―
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(2) 【新株予約権等の状況】 

・旧商法第280条ノ20及び第280条ノ21の規定に基づき発行した新株予約権は、以下のとおりでありま

す。 

① 第１回新株予約権（平成14年11月27日の定時株主総会決議及び平成15年１月16日の取締役会決

議） 

  

 
(注)１. 平成19年２月９日開催の取締役会決議により、平成19年４月１日付で１株を３株とする株式分割を行ってお

ります。これにより「新株予約権の目的となる株式の数」、「新株予約権の行使時の払込金額」及び「新株

予約権の行使により株式を発行する場合の株式の発行価格及び資本組入額」が調整されております。 

   ２. １株当たりの払込金額を下回る価額での新株発行又は自己株式の処分、又は目的となる株式１株当たりの発

行価額が払込金額を下回る新株予約権若しくは新株予約権付社債の発行を行うときは、未行使の本新株予約

権についてその目的たる株式数を次の算式に従い調整するものとし、調整により生ずる１株未満の端数は切

り捨てるものとします。なお、下記算式における「調整前払込金額」とは、（注）３に定める調整が行われ

る前の１株当たりの払込金額を、「調整後払込金額」とは、かかる調整が行われた後の１株当たりの払込金

額を、それぞれ意味するものとします。 

 
株式の分割又は併合が行われる場合には、未行使の本新株予約権についてその目的たる株式数を次の算式に

従い調整するものとし、調整により生じる１株未満の端数は切り捨てるものとします。調整後の株式数は、

株式の分割又は併合の効力発生日以降適用されるものとします。 

第１四半期会計期間末現在 
(平成20年６月30日)

新株予約権の数（個） 60

新株予約権のうち自己新株予約権の数（個） ─

新株予約権の目的となる株式の種類 普通株式

新株予約権の目的となる株式の数（株） 180

新株予約権の行使時の払込金額（円） 25,000

新株予約権の行使期間 
自 平成15年１月16日 
至 平成25年１月15日

新株予約権の行使により株式を発行する場合の
株式の発行価格及び資本組入額（円） 

発行価格  25,000 
資本組入額 12,500

新株予約権の行使の条件 

(1) 新株予約権の権利行使時において当社の取締役、監査役
もしくは使用人、又は顧問、アドバイザー、コンサルタ
ントその他名目の如何を問わず会社との間で委任、請負
等の継続的な契約関係にあることを要するものとしま
す。 

(2) その他、新株予約権の行使条件は当社と新株予約権者で
締結する「新株予約権割当契約書」に定められておりま
す。 

新株予約権の譲渡に関する事項 
本新株予約権を譲渡するには、取締役会の承認を受けなけれ
ばならない。 

代用払込みに関する事項 ─

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に 
関する事項 

─

調整後株式数 ＝ 調整前株式数 ×
調整前払込金額

調整後払込金額

調整後株式数 ＝ 調整前株式数 × 分割・併合の比率
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    ３. １株当たりの払込金額を下回る価額での新株発行又は自己株式の処分、又は目的となる株式１株当たりの発

行価額が払込金額を下回る新株予約権若しくは新株予約権付社債の発行を行うときは、未行使の本新株予約

権について１株当たりの払込金額を次の算式に従い調整するものとし、調整により生ずる１円未満の端数は

切り捨てるものとします。 

 
株式の分割又は併合が行われる場合には、未行使の本新株予約権について、払込金額を次の算式に従い調整

するものとし、調整により生ずる１円未満の端数は切り捨てるものとします。調整後の払込金額は、株式の

分割又は併合の効力発生日以降適用されるものとします。 

 
  

② 第２回新株予約権（平成15年11月25日の定時株主総会決議及び平成16年６月17日の取締役会決

議） 

  

 
(注)１. 平成19年２月９日開催の取締役会決議により、平成19年４月１日付で１株を３株とする株式分割を行ってお

ります。これにより「新株予約権の目的となる株式の数」、「新株予約権の行使時の払込金額」及び「新株

予約権の行使により株式を発行する場合の株式の発行価格及び資本組入額」が調整されております。 

調整後払込金額 ＝
既発行株式数×調整前払込金額＋新発行株式数×１株当たり発行価額

既発行株式数＋新規発行株式数

調整後払込金額 ＝ 調整前払込金額 ×
１

分割・併合の比率

第１四半期会計期間末現在 
(平成20年６月30日)

新株予約権の数（個） 49

新株予約権のうち自己新株予約権の数（個） ─

新株予約権の目的となる株式の種類 普通株式

新株予約権の目的となる株式の数（株） 147

新株予約権の行使時の払込金額（円） 25,000

新株予約権の行使期間 
自 平成16年６月17日 
至 平成26年６月16日

新株予約権の行使により株式を発行する場合の
株式の発行価格及び資本組入額（円） 

発行価格  25,000 
資本組入額 12,500

新株予約権の行使の条件 

(1) 新株予約権の権利行使時において当社の取締役、監査役
もしくは使用人、又は顧問、アドバイザー、コンサルタ
ントその他名目の如何を問わず会社との間で委任、請負
等の継続的な契約関係にあることを要するものとしま
す。 

(2) その他、新株予約権の行使条件は当社と新株予約権者で
締結する「新株予約権割当契約書」に定められておりま
す。 

新株予約権の譲渡に関する事項 
本新株予約権を譲渡するには、取締役会の承認を受けなけれ
ばならない。 

代用払込みに関する事項 ─

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に 
関する事項 

─
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   ２. １株当たりの払込金額を下回る価額での新株発行又は自己株式の処分、又は目的となる株式１株当たりの発

行価額が払込金額を下回る新株予約権若しくは新株予約権付社債の発行を行うときは、未行使の本新株予約

権についてその目的たる株式数を次の算式に従い調整するものとし、調整により生ずる１株未満の端数は切

り捨てるものとします。なお、下記算式における「調整前払込金額」とは、（注）３に定める調整が行われ

る前の１株当たりの払込金額を、「調整後払込金額」とは、かかる調整が行われた後の１株当たりの払込金

額を、それぞれ意味するものとします。 

 
株式の分割又は併合が行われる場合には、未行使の本新株予約権についてその目的たる株式数を次の算式に

従い調整するものとし、調整により生じる１株未満の端数は切り捨てるものとします。調整後の株式数は、

株式の分割又は併合の効力発生日以降適用されるものとします。 

 
    ３. １株当たりの払込金額を下回る価額での新株発行又は自己株式の処分、又は目的となる株式１株当たりの発

行価額が払込金額を下回る新株予約権若しくは新株予約権付社債の発行を行うときは、未行使の本新株予約

権について１株当たりの払込金額を次の算式に従い調整するものとし、調整により生ずる１円未満の端数は

切り捨てるものとします。 

 
株式の分割又は併合が行われる場合には、未行使の本新株予約権について、払込金額を次の算式に従い調整

するものとし、調整により生ずる１円未満の端数は切り捨てるものとします。調整後の払込金額は、株式の

分割又は併合の効力発生日以降適用されるものとします。 

 
  

調整後株式数 ＝ 調整前株式数 ×
調整前払込金額

調整後払込金額

調整後株式数 ＝ 調整前株式数 × 分割・併合の比率

調整後払込金額 ＝
既発行株式数×調整前払込金額＋新発行株式数×１株当たり発行価額

既発行株式数＋新規発行株式数

調整後払込金額 ＝ 調整前払込金額 ×
１

分割・併合の比率
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③ 第３回新株予約権（平成16年６月23日の定時株主総会決議及び平成17年４月28日の取締役会決

議） 

  

 
(注)１. 平成19年２月９日開催の取締役会決議により、平成19年４月１日付で１株を３株とする株式分割を行ってお

ります。これにより「新株予約権の目的となる株式の数」、「新株予約権の行使時の払込金額」及び「新株

予約権の行使により株式を発行する場合の株式の発行価格及び資本組入額」が調整されております。 

   ２. １株当たりの払込金額を下回る価額での新株発行又は自己株式の処分、又は目的となる株式１株当たりの発

行価額が払込金額を下回る新株予約権若しくは新株予約権付社債の発行を行うときは、未行使の本新株予約

権についてその目的たる株式数を次の算式に従い調整するものとし、調整により生ずる１株未満の端数は切

り捨てるものとします。なお、下記算式における「調整前払込金額」とは、（注）３に定める調整が行われ

る前の１株当たりの払込金額を、「調整後払込金額」とは、かかる調整が行われた後の１株当たりの払込金

額を、それぞれ意味するものとします。 

 
株式の分割又は併合が行われる場合には、未行使の本新株予約権についてその目的たる株式数を次の算式に

従い調整するものとし、調整により生じる１株未満の端数は切り捨てるものとします。調整後の株式数は、

株式の分割又は併合の効力発生日以降適用されるものとします。 

第１四半期会計期間末現在 
(平成20年６月30日)

新株予約権の数（個） 47

新株予約権のうち自己新株予約権の数（個） ─

新株予約権の目的となる株式の種類 普通株式

新株予約権の目的となる株式の数（株） 141

新株予約権の行使時の払込金額（円） 25,000

新株予約権の行使期間 
自 平成17年４月28日 
至 平成27年４月27日

新株予約権の行使により株式を発行する場合の
株式の発行価格及び資本組入額（円） 

発行価格  25,000 
資本組入額 12,500

新株予約権の行使の条件 

(1) 新株予約権の権利行使時において当社の取締役、監査役
もしくは使用人、又は顧問、アドバイザー、コンサルタ
ントその他名目の如何を問わず会社との間で委任、請負
等の継続的な契約関係にあることを要するものとしま
す。 

(2) その他、新株予約権の行使条件は当社と新株予約権者で
締結する「新株予約権割当契約書」に定められておりま
す。 

新株予約権の譲渡に関する事項 
本新株予約権を譲渡するには、取締役会の承認を受けなけれ
ばならない。 

代用払込みに関する事項 ─

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に 
関する事項 

─

調整後株式数 ＝ 調整前株式数 ×
調整前払込金額

調整後払込金額

調整後株式数 ＝ 調整前株式数 × 分割・併合の比率
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    ３. １株当たりの払込金額を下回る価額での新株発行又は自己株式の処分、又は目的となる株式１株当たりの発

行価額が払込金額を下回る新株予約権若しくは新株予約権付社債の発行を行うときは、未行使の本新株予約

権について１株当たりの払込金額を次の算式に従い調整するものとし、調整により生ずる１円未満の端数は

切り捨てるものとします。 

 
株式の分割又は併合が行われる場合には、未行使の本新株予約権について、払込金額を次の算式に従い調整

するものとし、調整により生ずる１円未満の端数は切り捨てるものとします。調整後の払込金額は、株式の

分割又は併合の効力発生日以降適用されるものとします。 

 
  

④ 第４回新株予約権（平成17年６月29日の定時株主総会決議及び平成17年８月25日の取締役会決

議） 

  

 
(注)１. 平成19年２月９日開催の取締役会決議により、平成19年４月１日付で１株を３株とする株式分割を行ってお

ります。これにより「新株予約権の目的となる株式の数」、「新株予約権の行使時の払込金額」及び「新株

予約権の行使により株式を発行する場合の株式の発行価格及び資本組入額」が調整されております。 

調整後払込金額 ＝
既発行株式数×調整前払込金額＋新発行株式数×１株当たり発行価額

既発行株式数＋新規発行株式数

調整後払込金額 ＝ 調整前払込金額 ×
１

分割・併合の比率

第１四半期会計期間末現在 
(平成20年６月30日)

新株予約権の数（個） 633

新株予約権のうち自己新株予約権の数（個） ─

新株予約権の目的となる株式の種類 普通株式

新株予約権の目的となる株式の数（株） 1,899

新株予約権の行使時の払込金額（円） 25,000

新株予約権の行使期間 
自 平成17年８月25日 
至 平成27年８月24日

新株予約権の行使により株式を発行する場合の
株式の発行価格及び資本組入額（円） 

発行価格  25,000 
資本組入額 12,500

新株予約権の行使の条件 

(1) 新株予約権の権利行使時において当社の取締役、監査役
もしくは使用人、又は顧問、アドバイザー、コンサルタ
ントその他名目の如何を問わず会社との間で委任、請負
等の継続的な契約関係にあることを要するものとしま
す。 

(2) その他、新株予約権の行使条件は当社と新株予約権者で
締結する「新株予約権割当契約書」に定められておりま
す。 

新株予約権の譲渡に関する事項 
本新株予約権を譲渡するには、取締役会の承認を受けなけれ
ばならない。 

代用払込みに関する事項 ─

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に 
関する事項 

─
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   ２. １株当たりの払込金額を下回る価額での新株発行又は自己株式の処分、又は目的となる株式１株当たりの発

行価額が払込金額を下回る新株予約権若しくは新株予約権付社債の発行を行うときは、未行使の本新株予約

権についてその目的たる株式数を次の算式に従い調整するものとし、調整により生ずる１株未満の端数は切

り捨てるものとします。なお、下記算式における「調整前払込金額」とは、（注）３に定める調整が行われ

る前の１株当たりの払込金額を、「調整後払込金額」とは、かかる調整が行われた後の１株当たりの払込金

額を、それぞれ意味するものとします。 

 
株式の分割又は併合が行われる場合には、未行使の本新株予約権についてその目的たる株式数を次の算式に

従い調整するものとし、調整により生じる１株未満の端数は切り捨てるものとします。調整後の株式数は、

株式の分割又は併合の効力発生日以降適用されるものとします。 

 
    ３. １株当たりの払込金額を下回る価額での新株発行又は自己株式の処分、又は目的となる株式１株当たりの発

行価額が払込金額を下回る新株予約権若しくは新株予約権付社債の発行を行うときは、未行使の本新株予約

権について１株当たりの払込金額を次の算式に従い調整するものとし、調整により生ずる１円未満の端数は

切り捨てるものとします。 

 
株式の分割又は併合が行われる場合には、未行使の本新株予約権について、払込金額を次の算式に従い調整

するものとし、調整により生ずる１円未満の端数は切り捨てるものとします。調整後の払込金額は、株式の

分割又は併合の効力発生日以降適用されるものとします。 

 
  

調整後株式数 ＝ 調整前株式数 ×
調整前払込金額

調整後払込金額

調整後株式数 ＝ 調整前株式数 × 分割・併合の比率

調整後払込金額 ＝
既発行株式数×調整前払込金額＋新発行株式数×１株当たり発行価額

既発行株式数＋新規発行株式数

調整後払込金額 ＝ 調整前払込金額 ×
１

分割・併合の比率
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・会社法第236条、第238条及び第239条の規定に基づき発行した新株予約権は、以下のとおりでありま

す。 

⑤ 第５回新株予約権（平成18年６月21日の定時株主総会決議及び平成18年６月21日並びに平成18年

６月22日の取締役会決議） 

  

 
(注)１. 平成19年２月９日開催の取締役会決議により、平成19年４月１日付で１株を３株とする株式分割を行ってお

ります。これにより「新株予約権の目的である株式の数」、「新株予約権の行使に際して出資される財産の

価額」及び「新株予約権の行使により株式を発行する場合における増加する資本金及び資本準備金」が調整

されております。 

   ２. １株当たりの払込金額を下回る価額での新株発行又は自己株式の処分、又は目的となる株式１株当たりの発

行価額が払込金額を下回る新株予約権若しくは新株予約権付社債の発行を行うときは、未行使の本新株予約

権についてその目的たる株式数を次の算式に従い調整するものとし、調整により生ずる１株未満の端数は切

り捨てるものとします。なお、下記算式における「調整前払込金額」とは、（注）３に定める調整が行われ

る前の１株当たりの払込金額を、「調整後払込金額」とは、かかる調整が行われた後の１株当たりの払込金

額を、それぞれ意味するものとします。 

 
株式の分割又は併合が行われる場合には、未行使の本新株予約権についてその目的たる株式数を次の算式に

従い調整するものとし、調整により生じる１株未満の端数は切り捨てるものとします。調整後の株式数は、

株式の分割又は併合の効力発生日以降適用されるものとします。 

第１四半期会計期間末現在 
(平成20年６月30日)

新株予約権の数（個） 162

新株予約権のうち自己新株予約権の数（個） ─

新株予約権の目的である株式の種類 普通株式

新株予約権の目的である株式の数（株） 486

新株予約権の行使に際して出資される財産の価額
（円） 

25,000

新株予約権を行使することができる期間 
自 平成20年６月23日 
至 平成28年６月22日

新株予約権の行使により株式を発行する場合にお
ける増加する資本金及び資本準備金（円） 

資本金   25,000 
資本準備金 12,500

新株予約権の行使の条件 

(1) 新株予約権の権利行使時において当社の取締役、監査役
もしくは使用人、又は顧問、アドバイザー、コンサルタ
ントその他名目の如何を問わず会社との間で委任、請負
等の継続的な契約関係にあることを要するものとしま
す。 

(2) その他、新株予約権の行使条件は当社と新株予約権者で
締結する「新株予約権割当契約書」に定められておりま
す。 

新株予約権の譲渡に関する事項 
本新株予約権を譲渡するには、取締役会の承認を受けなけれ
ばならない。 

代用払込みに関する事項 ─

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に 
関する事項 

（注）４

調整後株式数 ＝ 調整前株式数 ×
調整前払込金額

調整後払込金額

調整後株式数 ＝ 調整前株式数 × 分割・併合の比率
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    ３. １株当たりの払込金額を下回る価額での新株発行又は自己株式の処分、又は目的となる株式１株当たりの発

行価額が払込金額を下回る新株予約権若しくは新株予約権付社債の発行を行うときは、未行使の本新株予約

権について１株当たりの払込金額を次の算式に従い調整するものとし、調整により生ずる１円未満の端数は

切り捨てるものとします。 

 
株式の分割又は併合が行われる場合には、未行使の本新株予約権について、払込金額を次の算式に従い調整

するものとし、調整により生ずる１円未満の端数は切り捨てるものとします。調整後の払込金額は、株式の

分割又は併合の効力発生日以降適用されるものとします。 

 
    ４. 会社が完全子会社となる株式交換又は株式移転を行う場合は、本新株予約権にかかる義務を、当該株式交換

又は株式移転により完全親会社に承継させる。承継された本新株予約権の内容の決定の方針は次のとおりと

します。 

 (1) 目的となる完全親会社の株式の種類 

   本新株予約権の目的となる株式と同種の完全親会社の株式 

 (2) 目的となる完全親会社の株式の数 

株式交換又は株式移転の比率に応じて調整するものとします。調整後の1株未満の端数は切り捨てるも

のとします。 

 (3) 権利行使に際して払い込むべき金額 

株式交換又は株式移転の比率に応じて調整するものとします。調整後の1円未満の端数は切り上げるも

のとします。 

 (4) 権利行使期間、その他の権利行使の条件、消滅事由等 

   株式交換又は株式移転に際して会社の取締役会が決定します。 

 (5) 取締役会による譲渡承認について 

   本新株予約権の譲渡について、完全親会社の取締役会の承認を要するものとします。 

  

⑥ 第６回新株予約権（平成19年８月９日の取締役会決議及び平成19年８月13日並びに平成19年８月

17日の報酬委員会決議） 

  

調整後払込金額 ＝
既発行株式数×調整前払込金額＋新発行株式数×１株当たり発行価額

既発行株式数＋新規発行株式数

調整後払込金額 ＝ 調整前払込金額 ×
１

分割・併合の比率

第１四半期会計期間末現在 
(平成20年６月30日)

新株予約権の数（個） 2,451

新株予約権のうち自己新株予約権の数（個） ─

新株予約権の目的である株式の種類 普通株式

新株予約権の目的である株式の数（株） 2,451

新株予約権の行使に際して出資される財産の価額
（円） 

102,000

新株予約権を行使することができる期間 
自 平成21年９月４日 
至 平成24年９月３日

新株予約権の行使により株式を発行する場合にお
ける増加する資本金及び資本準備金（円） 

資本金   102,000 
資本準備金  51,000

新株予約権の行使の条件 

(1) 新株予約権の権利行使時において当社の取締役、監査役
もしくは使用人、又は顧問、アドバイザー、コンサルタ
ントその他名目の如何を問わず会社との間で委任、請負
等の継続的な契約関係にあることを要するものとしま
す。 

(2) その他、新株予約権の行使条件は当社と新株予約権者で
締結する「新株予約権割当契約書」に定められておりま
す。 

新株予約権の譲渡に関する事項 
本新株予約権を譲渡するには、取締役会の承認を受けなけれ
ばならない。 

代用払込みに関する事項 ─

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に 
関する事項 

（注）３
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(注)１. 新株予約権発行の日以降に当社が株式分割又は株式併合を行うときは、株式分割又は株式併合の効力発生の

時をもって次の算式により新株予約権の目的となる株式の数を調整します。ただし、かかる調整は新株予約

権のうち、当該時点で権利行使していない新株予約権の目的となる株式の数についてのみ行われ、調整の結

果１株未満の端数が生じた場合は、これを切り捨てるものとします。 

 
また、新株予約権発行の日以降に当社が時価を下回る価額での新株式の発行又は自己株式の処分、合併、会

社分割を行う場合等、新株予約権の目的である株式の数の変更をすることが適切な場合は、当社は必要と認

める調整を行うものとします。 

   ２. 新株予約権の行使に際して払い込むべき金額 

（行使価額の調整） 

新株予約権発行の日以降に当社が株式分割又は株式併合を行う場合は、株式分割又は株式併合の効力発生の

時をもって次の算式により１株当たりの払込金額を調整します。ただし、調整の結果１円未満の端数が生じ

た場合は、これを切り上げるものとする。 

 
新株予約権発行の日以降に当社が時価を下回る価額で新株式の発行又は自己株式の処分をする場合（時価発

行として行う公募増資、新株予約権の行使による新株式の発行又は自己株式の移転の場合を除く。）はその

新株式発行の時又は自己株式処分の時をもって次の算式により１株当たりの払込金額を調整します。ただ

し、調整の結果１円未満の端数が生じた場合は、これを切り上げるものとする。 

 
上記の算式において、「既発行株式数」とは、当社の発行済株式総数から当社が保有する自己株式数を控除

した数とし、自己株式の処分を行う場合には、「新規発行株式数」を「処分する自己株式数」に、「新株式

発行前株価」を「処分前株価」にそれぞれ読み替えるものとします。 

新株予約権発行の日以降に当社が合併又は会社分割を行う場合等、１株当たりの払込金額の変更をすること

が適切な場合は、当社は必要と認める調整を行うものとする（調整による１円未満の端数は切り上げるもの

とする。） 

   ３. 当社が、合併（合併により当社が消滅する場合に限る。）、会社分割、株式交換及び株式移転をする場合の

新株予約権の交付の定め及びその条件 

当社が、合併（合併により当社が消滅する場合に限る。）、会社分割、株式交換及び株式移転（以下、総称

して「組織再編行為」という。）をする場合において、組織再編行為の効力発生の時点において残存する新

株予約権（以下、「残存新株予約権」という。）の新株予約権者に対し、それぞれの場合につき、会社法第

236条第１項第８号のイからホまでに掲げる株式会社（以下、「再編対象会社」という。）の新株予約権を

以下の条件に基づきそれぞれ交付することとします。この場合においては、残存新株予約権は消滅し、再編

対象会社は新株予約権を新たに発行するものとします。ただし、以下の条件に沿って再編対象会社の新株予

約権を交付する旨を、吸収合併契約、新設合併契約、吸収分割契約、新設分割計画、株式交換契約又は株式

移転計画において定めた場合に限るものとします。 

（イ）交付する再編対象会社の新株予約権の数 

残存新株予約権の新株予約権者が保有する新株予約権の数と同一の数をそれぞれ交付するものとしま

す。 

（ロ）新株予約権の目的である再編対象会社の株式の種類 

再編対象会社の普通株式とします。 

（ハ）新株予約権の目的となる再編対象会社の株式の数又はその算定方法 

組織再編行為の条件等を勘案のうえ、(注)１に準じて目的である株式の数につき合理的な調整がなされ

た数とします。 

（ニ）募集新株予約権の行使に際して出資される財産の価額又はその算定方法 

組織再編行為の条件等を勘案のうえ、(注)２に準じて１株当たりの払込金額につき合理的な調整がなさ

れた額に、（ハ）に従って決定される当該新株予約権の目的となる再編対象会社の株式の数を乗じて得

られる金額とします。 

（ホ）新株予約権を行使することができる期間 

「新株予約権を行使することができる期間」に定める新株予約権を行使することができる期間の開始日

と組織再編行為の効力発生日のうち、いずれか遅い日から、「新株予約権を行使することができる期

間」に定める新株予約権を行使することができる期間の満了日までとします。 

調整後株式数 ＝ 調整前株式数 × 分割・併合の比率

調整後１株当
たり払込金額

＝
調整前１株当
たり払込金額

×
１

分割・併合の比率

既発行株式数 ＋
新発行株式数×１株当たり発行価額

調整後１株当 
たり払込金額

＝
調整前１株当
たり払込金額

×
新株式発行前株価

既発行株式数＋新規発行株式数
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（ヘ）新株予約権の行使の条件 

「新株予約権の行使の条件」に準じて決定します。 

（ト）会社が新株予約権を取得することができる事由及び取得の条件 

下記に準じて決定します。 

（１）会社が消滅会社となる合併契約書が承認されたときは、会社は本新株予約権を無償で取得することが

できるものとします。 

（２）本新株予約権を複数表章する新株予約権証券が発行された場合において、そのうちの一部のみが行使

された場合においては、権利者はその残余につき本新株予約権を行使できないものとし、会社はかか

る未行使の本新株予約権を無償で取得することができるものとします。 

（３）会社は相続の対象とならなかった本新株予約権を無償で取得することができるものとします。 

（４）権利者が下記いずれの身分とも喪失した場合、会社は未行使の本新株予約権を無償で取得することが

できるものとします。 

ⅰ）会社の取締役又は執行役 

ⅱ）会社の使用人 

ⅲ）関係会社の取締役、執行役、監査役、使用人、又は、顧問、アドバイザー、コンサルタントその

他名目の如何を問わず会社又は関係会社との間で委任、請負等の継続的な契約関係にある者 

ⅳ）当社との業務上の関係が消滅したと会社が判断した者 

（５）次のいずれかに該当する事由が発生した場合、会社は、当該事由の発生日において、当該事由が生じ

た者の未行使の本新株予約権を無償で取得することができるものとします。 

ⅰ）権利者が禁錮以上の刑に処せられた場合 

ⅱ）権利者が会社と競合する業務を営む会社を直接若しくは間接に設立し、又はその役員若しくは使

用人に就任するなど、名目を問わず会社と競業した場合。但し、会社の書面による事前の承認を

得た場合を除きます。 

ⅲ）権利者が法令違反その他不正行為により会社の信用を損ねた場合 

ⅳ）権利者が差押、仮差押、仮処分、強制執行若しくは競売の申立を受け、又は公租公課の滞納処分

を受けた場合 

ⅴ）権利者が支払停止若しくは支払不能となり、又は振り出し若しくは引き受けた手形若しくは小切

手が不渡りとなった場合 

ⅵ）権利者につき破産、民事再生手続開始、会社更生手続開始、特別清算手続開始その他これらに類

する手続開始の申立があった場合 

ⅶ）権利者につき解散の決議が行われた場合 

ⅷ）権利者が本要項又は本新株予約権に関して会社と締結した契約に違反した場合 

（６）権利者が会社の取締役、執行役、使用人、又は関係会社の取締役、執行役、監査役、使用人の身分を

有する場合（本新株予約権発行後にかかる身分を有するに至った場合を含む。）において、次のいず

れかに該当する事由が発生した場合、会社は、当該事由の発生日において、当該事由が生じた者の未

行使の本新株予約権を無償で取得することができるものとします。 

ⅰ）権利者が会社又は関係会社の就業規則に規定する懲戒事由に該当した場合 

ⅱ）権利者が取締役としての忠実義務等会社又は関係会社に対する義務に違反した場合 

（チ）譲渡による新株予約権の取得の制限 

新株予約権を譲渡により取得するには、再編対象会社の承認を要するものとします。 

（リ）新株予約権の行使により株式を発行する場合における増加する資本金及び資本準備金に関する事項 

「新株予約権の行使により株式を発行する場合における増加する資本金及び資本準備金に関する事項」

に準じて決定します。 

（ヌ）新株予約権の行使により発生する端数の切捨ての定め 

新株予約権を行使した新株予約権者に交付する株式の１株に満たない端数がある場合は、これを切り捨

てるものとします。 
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(3) 【ライツプランの内容】 

該当事項はありません。 

  

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】 

  

 
(注) 新株予約権の行使による増加であります。 

  

(5) 【大株主の状況】 

当社は平成20年５月26日付けで、NTTインベストメント・パートナーズファンド投資事業組合に対す

る第三者割当による自己株式の処分を行ったため、以下のとおり大株主の異動がありました。 

  

 
(注) 所有株式数の割合は、第三者割当を行った平成20年５月26日時点の発行済株式総数（126,966株）に基づき算出

しております。 

  

年月日
発行済株式 
総数増減数 

(株)

発行済株式
総数残高 
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金 
増減額 
(千円)

資本準備金
残高 
(千円)

平成20年４月１日～ 
平成20年６月30日 
（注） 

321 127,185 4,012 1,822,781 4,012 43,612

氏名又は名称 住所
所有株式数 

(株)

発行済株式
総数に対する 
所有株式数 
の割合(％)

NTTインベストメント・パートナ
ーズファンド投資事業組合 業
務執行組合員 NTTインベストメ
ント・パートナーズ株式会社 

東京都千代田区大手町二丁目３番１号 11,000 8.66
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(6) 【議決権の状況】 

当第１四半期会計期間末日現在の議決権の状況については、実質株主が把握できず、記載することが

できませんので、直前の基準日である平成20年３月31日の株主名簿により記載しております。 

① 【発行済株式】 

平成20年６月30日現在 

 
(注) 「完全議決権株式（その他）」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が32株含まれております。なお、「議

決権の数」の欄には同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数32個が含まれております。 

  

  

② 【自己株式等】 

平成20年６月30日現在 

 
  

  

  

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】 

  

 
(注) 株価は、東京証券取引所マザーズにおけるものであります。 

  

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までの役員の異動はありません。 

  

  

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等) 12,271 ― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式 114,593 114,593 ―

単元未満株式 ― ― ―

発行済株式総数 126,864 ― ―

総株主の議決権 ― 114,593 ―

所有者の氏名 
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数 

(株)

他人名義
所有株式数 

(株)

所有株式数 
の合計 
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数 
の割合(％)

ngi group株式会社 
東京都港区赤坂二丁目17
番22号 

12,271 ― 12,271 9.67

計 ― 12,271 ― 12,271 9.67

２ 【株価の推移】

月別
平成20年 
 ４月  ５月

 
 ６月

最高(円) 161,000 167,000 151,000

最低(円) 125,000 121,000 98,700

３ 【役員の状況】
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第５ 【経理の状況】 

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成

19年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。 

  

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第１四半期連結累計期間(平成20年４月

１日から平成20年６月30日まで)に係る四半期連結財務諸表について、監査法人アヴァンティアにより四

半期レビューを受けております。 

 なお、当社の監査法人は次のとおり交代しております。 

 第11期連結会計年度       太陽ＡＳＧ監査法人 

               （平成20年７月に太陽ＡＳＧ有限責任監査法人へ名称変更） 

 第12期第１四半期連結累計期間 監査法人アヴァンティア 

  

１ 四半期連結財務諸表の作成方法について

２ 監査証明について
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１【四半期連結財務諸表】 
(1)【四半期連結貸借対照表】 

（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成20年６月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成20年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 3,494,225 4,469,904

受取手形及び売掛金 504,978 513,983

有価証券 － 85,116

営業投資有価証券 ※１  7,225,256 ※１  10,691,760

その他 ※３  1,759,148 ※３  1,082,854

貸倒引当金 △44,690 △29,434

流動資産合計 12,938,918 16,814,185

固定資産   

有形固定資産 ※２  118,465 ※２  127,879

無形固定資産   

のれん 303,833 311,287

その他 419,633 362,975

無形固定資産合計 723,467 674,263

投資その他の資産   

投資有価証券 1,668,321 1,108,101

関係会社株式 126,463 140,775

その他 547,120 646,092

貸倒引当金 △9,396 △8,323

投資その他の資産合計 2,332,509 1,886,645

固定資産合計 3,174,441 2,688,788

資産合計 16,113,359 19,502,973

負債の部   

流動負債   

買掛金 193,925 202,749

短期借入金 ※１  1,420,209 ※１  2,810,566

1年内返済予定の長期借入金 141,600 158,420

未払法人税等 174,245 870,530

引当金 53,438 63,605

繰延税金負債 2,258,343 3,463,365

その他 926,997 856,672

流動負債合計 5,168,759 8,425,909

固定負債   

長期借入金 400,700 393,150

その他 15,683 3,990

固定負債合計 416,383 397,140

負債合計 5,585,143 8,823,050
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（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成20年６月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成20年３月31日) 

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,822,781 1,818,769

資本剰余金 1,643,785 1,563,257

利益剰余金 2,347,905 2,139,472

自己株式 △354,031 △1,534,420

株主資本合計 5,460,441 3,987,078

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 3,107,513 5,210,647

繰延ヘッジ損益 506,024 138,150

為替換算調整勘定 3,581 △13,540

評価・換算差額等合計 3,617,119 5,335,257

新株予約権 42,870 26,190

少数株主持分 1,407,785 1,331,396

純資産合計 10,528,216 10,679,923

負債純資産合計 16,113,359 19,502,973

─ 31 ─



(2)【四半期連結損益計算書】 
  【第１四半期連結累計期間】 

（単位：千円）

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年６月30日) 

売上高 1,988,217

売上原価 737,813

売上総利益 1,250,404

販売費及び一般管理費 ※１  812,211

営業利益 438,192

営業外収益  

受取利息及び配当金 2,644

有価証券償還益 6,628

その他 15,227

営業外収益合計 24,499

営業外費用  

支払利息 19,073

持分法による投資損失 15,088

為替差損 11,188

その他 6,165

営業外費用合計 51,515

経常利益 411,177

特別利益  

事業譲渡益 3,000

特別利益合計 3,000

特別損失  

のれん評価損 12,597

その他 17,656

特別損失合計 30,254

税金等調整前四半期純利益 383,922

法人税、住民税及び事業税 138,536

過年度法人税等 20,328

法人税等調整額 24,337

法人税等合計 183,201

少数株主利益 27,247

四半期純利益 173,473
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】 

（単位：千円）

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
  至 平成20年６月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー  

税金等調整前四半期純利益 383,922

減価償却費 39,029

のれん償却額 25,881

貸倒引当金の増減額（△は減少） 16,329

受取利息及び受取配当金 △2,644

支払利息 19,073

のれん評価損 12,597

持分法による投資損益（△は益） 15,088

持分変動損失 2,431

投資有価証券評価損 5,074

固定資産売却損 123

固定資産除却損 3,586

売上債権の増減額（△は増加） 9,055

たな卸資産の増減額（△は増加） △2,236

営業投資有価証券の増減額（△は増加） △150,735

未払金の増減額（△は減少） △1,369

その他 △17,348

小計 357,861

利息及び配当金の受取額 2,186

利息の支払額 △20,803

法人税等の支払額 △854,038

営業活動によるキャッシュ・フロー △514,794

投資活動によるキャッシュ・フロー  

有形固定資産の取得による支出 △5,090

有形固定資産の売却による収入 1,270

無形固定資産の取得による支出 △91,142

投資有価証券の取得による支出 △495,539

投資有価証券の売却による収入 85,116

子会社株式の取得による支出 △38,675

事業譲受による支出 △20,000

敷金の差入による支出 △817

敷金の回収による収入 35,258

貸付金の回収による収入 53,980

その他 3,463

投資活動によるキャッシュ・フロー △472,176
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（単位：千円）

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
  至 平成20年６月30日) 

財務活動によるキャッシュ・フロー  

短期借入金の純増減額（△は減少） △1,390,357

長期借入れによる収入 30,000

長期借入金の返済による支出 △39,270

株式の発行による収入 8,025

少数株主からの払込みによる収入 179,490

自己株式の処分による収入 1,452,000

自己株式の取得による支出 △195,095

配当金の支払額 △49,847

財務活動によるキャッシュ・フロー △5,054

現金及び現金同等物に係る換算差額 16,345

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △975,679

現金及び現金同等物の期首残高 4,469,904

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※１  3,494,225
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【継続企業の前提に重要な疑義を抱かせる事象又は状況】 

当第１四半期連結会計期間(自 平成20年４月１日 至 平成20年６月30日) 

該当事項はありません。 

  

【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】 

  

 
  

【簡便な会計処理】 

  

 
  

【四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理】 

当第１四半期連結会計期間(自 平成20年４月１日 至 平成20年６月30日) 

該当事項はありません。 

  

当第１四半期連結会計期間
(自 平成20年４月１日  
 至 平成20年６月30日)

１．連結の範囲に関する事項の変更 

（1）連結の範囲の変更 

株式会社ラインズについては平成20年４月１日をもってngi capital株式会社と合併したため、

ngi capital株式会社については平成20年５月１日をもって当社と合併したため、連結の範囲から除いて

おります。 

（2）変更後の連結子会社の数 

18社 

２．会計方針の変更 

（1）棚卸資産の評価に関する会計基準の適用 

「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準委員会 平成18年７月５日 企業会計基準第９

号）を当第１四半期連結会計期間から適用し、評価基準については、原価法から原価法（収益性の低下に

よる簿価切下げの方法）に変更しております。これによる損益に与える影響はありません。 

（2）連結財務諸表作成における在外子会社の会計処理に関する当面の取扱いの適用 

「連結財務諸表作成における在外子会社の会計処理に関する当面の取扱い」（企業会計基準委員会 平

成18年５月17日 実務対応報告第18号）を当第１四半期連結会計期間から適用し、連結決算上必要な修正

を行っております。なお、この変更による損益への影響は軽微であります。 

 

当第１四半期連結会計期間
(自 平成20年４月１日  
 至 平成20年６月30日)

１．一般債権の貸倒見積高の算定方法 

当第１四半期連結会計期間末の貸倒実績率等が前連結会計年度末に算定したものと著しい変化がないと認めら

れるため、前連結会計年度末の貸倒実績率等を使用して貸倒見積高を算定しております。 

２．棚卸資産の評価方法 

当第１四半期連結会計期間末の棚卸高の算出に関しては、実地棚卸を省略し、前連結会計年度末の実地棚卸高

を基礎として合理的な方法により算定する方法によっております。 

 また、棚卸資産の簿価切下げに関しては、収益性の低下が明らかなものについてのみ正味売却価額を見積り、

簿価切下げを行う方法によっております。 
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【注記事項】 

(四半期連結貸借対照表関係) 

  

 
  

(四半期連結損益計算書関係) 

第１四半期連結累計期間 

  

 
  

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係) 

  

 
  

当第１四半期連結会計期間末 
(平成20年６月30日)

前連結会計年度末 
(平成20年３月31日)

※１．営業投資有価証券には金融機関に貸出している上

場株式3,006,000千円が含まれており、その担保として

受け入れていた700,000千円は短期借入金に含まれてお

ります。 

※２．有形固定資産の減価償却累計額    63,576千円 

※３．仕掛品                4,524千円 

※１．営業投資有価証券には金融機関に貸出している上

場株式4,590,000千円が含まれており、その担保として

受け入れていた2,100,000千円は短期借入金に含まれて

おります。 

※２．有形固定資産の減価償却累計額    57,553千円 

※３．仕掛品                3,232千円 

当第１四半期連結累計期間
(自 平成20年４月１日  
 至 平成20年６月30日)

※１．販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。 

給料手当 275,161千円

貸倒引当金繰入額 15,203千円

ポイント引当金繰入額 1,271千円

当第１四半期連結累計期間
(自 平成20年４月１日  
 至 平成20年６月30日)

※１．現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係 

 

現金及び預金勘定 3,494,225千円

現金及び現金同等物 3,494,225千円

─ 36 ─



(株主資本等関係) 

当第１四半期連結会計(累計)期間(自 平成20年４月１日 至 平成20年６月30日) 

１．発行済株式に関する事項 

 
  

  

２．自己株式に関する事項 

 
  

  

３．新株予約権等に関する事項 

 
（注）１.当第１四半期連結会計期間末の新株予約権の残高は、全てストック・オプションとしての新株予約権であり

ます。 

２.第６回新株予約権は、権利行使期間の初日が到来しておりません。 

  

  
４．配当に関する事項 

 (1) 配当金支払額 

 
  
 (2) 基準日が当連結会計年度の開始の日から当四半期連結会計期間末までに属する配当のうち、配当の

効力発生日が当四半期連結会計期間の末日後となるもの 

   該当事項はありません。 

  

５．株主資本の著しい変動に関する事項 

 当第１四半期連結期間において、当社は平成20年５月26日付でNTTインベストメント・パートナー

ズファンド投資事業組合に対する第三者割当による自己株式11,000株の処分を行ったことにより、自

己株式が1,375,484千円減少いたしました。また、平成20年５月29日の取締役会決議に基づき自己株

式1,500株を取得したことにより、自己株式が195,095千円増加いたしました。 

 以上の結果、当第1四半期連結会計期間末において自己株式が354,031千円となっております。 

  

株式の種類
当第１四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 127,185

株式の種類
当第１四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 2,771

会社名 目的となる株式の種類 目的となる株式の数(株)
当第１四半期

連結会計期間末残高 
(千円)

提出会社 普通株式 ― 42,870

連結子会社 ― ― ―

合計 ― 42,870

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

平成20年５月７日 
取締役会 

普通株式 利益剰余金 68,755 600 平成20年３月31日 平成20年６月26日
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(リース取引関係) 

 
  

(有価証券関係) 

当第１四半期連結会計期間末(平成20年６月30日) 

  

 時価のあるその他有価証券が、企業集団の事業の運営において重要なものとなっており、かつ、当該有

価証券の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額に前連結会計年度の末日に比べて著しい変動が見られ

ます。 

  

その他有価証券で時価のあるもの 

 
（注）当第１四半期連結累計期間においては、投資有価証券については5,074千円減損処理を行っております。なお、

減損処理にあたっては、期末における実質価額が取得原価に比べ50％以上下落した場合に、回収可能性等を考

慮して必要と認められた額について減損処理を行っております。 

  

(ストック・オプション等関係) 

当第１四半期連結会計期間(自 平成20年４月１日 至 平成20年６月30日) 

費用計上額及び科目名 

 販売費及び一般管理費の株式報酬費用   16,679千円 

  

  

当第１四半期連結会計期間
(自 平成20年４月１日  
 至 平成20年６月30日)

 所有権移転外ファイナンス・リース取引について通常の賃貸借取引に係る方法に準じて処理を行っております

が、当四半期連結会計期間におけるリース取引残高は前連結会計年度末に比べて著しい変動が認められないた

め、記載しておりません。 

取得原価（千円）
四半期連結

貸借対照表計上額 
（千円）

差額（千円）

営業投資有価証券に属するも
の 

  株式 1,804 4,822,292 4,820,487

 投資有価証券に属するもの
 

  株式 251,354 284,484 33,130

合計 253,158 5,106,776 4,853,617
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(セグメント情報) 

【事業の種類別セグメント情報】 

当第１四半期連結累計期間(自 平成20年４月１日 至 平成20年６月30日) 

  

 
(注) １．事業区分は、内部管理上採用している区分によっております。 

２．各事業の主な内容 

（1）インターネット関連事業 

メディア＆コマース事業、アドバタイジング事業、企業のマーケティングを支援するソリューション事業

等 

（2）インベストメント＆インキュベーション事業 

ベンチャーキャピタル投資等、人材育成や企業の事業の立ち上げ、インキュベーションオフィス運営、人

材採用支援サービス等、インターネットテクノロジーの開発及び支援、アジア事業等 

（3）その他事業 

3Di事業等 

３．事業区分の変更 

 従来、事業区分は「インターネット関連事業」「テクノロジー＆ソリューション事業」「インベストメ

ント事業」「インキュベーション事業」「その他事業」の５区分によっておりましたが、当第１四半期連

結会計期間より「インターネット関連事業」「インベストメント＆インキュベーション事業」「その他事

業」の３区分に変更いたしました。従来の「テクノロジー＆ソリューション事業」「インベストメント事

業」「インキュベーション事業」は主に「インベストメント＆インキュベーション事業」に変更しており

ます。 

 これは、当社の今後の方向性に基づく管理体制、市場環境と事業の成長性を勘案し、より効率的な経営

資源の活用を促進することによって事業の見直しを行い、個別の事業及び関連会社を新たな事業セグメン

トに捉え直すことによってセグメント情報の有効性を高めることを目的としております。 

  

（参考） 

当第１四半期連結累計期間を従来（変更前）の事業区分に基づき作成すると次の通りであります。 

当第１四半期連結累計期間(自 平成20年４月１日 至 平成20年６月30日) 

  

 
(注) １．事業区分は、内部管理上採用している区分によっております。 

２．各事業の主な内容 

（1）インターネット関連事業 

メディア＆コマース事業、アドバタイジング事業等 

（2）テクノロジー＆ソリューション事業 

インターネットテクノロジーの開発及び支援、企業のマーケティングを支援するソリューション事業等 

（3）インベストメント事業 

ベンチャーキャピタル投資等 

（4）インキュベーション事業 

人材育成や企業の事業立ち上げ、インキュベーションオフィス運営、人材採用支援サービス等 

（5）その他事業 

3Di事業、アジア事業等 

  

インターネッ
ト関連事業 
(千円)

インベストメ
ント＆インキ
ュベーション
事業(千円)

その他事業
(千円)

計(千円)
消去又は全社 

(千円)
連結(千円)

売上高 1,004,570 973,266 10,380 1,988,217 ― 1,988,217

営業利益又は営業損失(△) 79,054 657,675 △28,048 708,680 △270,487 438,192

インターネ
ット関連事

業 
(千円)

テクノロジ
ー＆ソリュ
ーション事
業(千円)

インベスト
メント事業
(千円)

インキュベ
ーション事
業(千円)

その他事業
(千円)

計(千円)
消去又は全
社(千円)

連結(千円)

売上高 903,285 97,576 846,125 130,849 10,380 1,988,217 ― 1,988,217

営業利益又は 
営業損失(△) 

81,504 △70,317 783,478 △35,551 △50,432 708,680 △270,487 438,192
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【所在地別セグメント情報】 

 当第１四半期連結累計期間（自 平成20年４月１日 至 平成20年６月30日)の本邦の売上高は全セ

グメントの売上高の合計に占める割合が90％超であるため、所在地別セグメント情報の記載を省略して

おります。 

  

【海外売上高】 

 当第１四半期連結累計期間（自 平成20年４月１日 至 平成20年６月30日)の海外売上高は、連結

売上高の10％未満であるため、海外売上高の記載を省略しております。 

  

(企業結合等関係) 

当第１四半期連結会計期間(自 平成20年４月１日 至 平成20年６月30日) 

共通支配下の取引等 

１．結合当事企業又は対象となった事業の名称及びその事業の内容、企業結合の法的形式、結合後企

業の名称並びに取引の目的を含む取引の概要 

（1）結合当事企業又は対象となった事業の名称及びその事業の内容 

 ngi capital株式会社 

 ベンチャーキャピタル投資等のインベストメント＆インキュベーション事業 

（2）企業結合の法的形式 

 当社を吸収合併承継会社、当社の連結子会社であるngi capital株式会社を吸収合併消滅会社

とする吸収合併 

（3）結合後企業の名称 

 ngi group株式会社 

（4）取引の目的を含む取引の概要 

 グループ内企業の集約化による経営効率の向上とコスト削減を図り、事業環境の変化に対す

るより柔軟な対応と経営資源の効率的活用を促進することを目的として、当社は平成20年5月1

日にngi capital株式会社を吸収合併いたしました。 

２．実施した会計処理の概要 

 「企業結合に係る会計基準」（企業会計審議会 平成15年10月31日）及び「企業結合会計基準

及び事業分離等会計基準に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第10号 最終改正平成19年

11月15日）に基づき、共通支配下の取引として処理しております。 
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(１株当たり情報) 

１． １株当たり純資産額 

  

 
  
(注) １株当たり純資産額の算定上の基礎 

 
  

２． １株当たり四半期純利益金額及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 

  

 
  
(注) １株当たり四半期純利益金額及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎 

 
  

当第１四半期連結会計期間末 
(平成20年６月30日)

前連結会計年度末 
(平成20年３月31日)

72,962円53銭 81,351円71銭

項 目
当第１四半期
連結会計期間末 

(平成20年６月30日)

前連結会計年度末
(平成20年３月31日)

純資産の部の合計額（千円） 10,528,216 10,679,923

普通株式に係る純資産額（千円） 9,077,560 9,322,336

差額の主な内訳（千円） 

 新株予約権 42,870 26,190

 少数株主持分 1,407,785 1,331,396

普通株式の発行株式数（株） 127,185 126,864

普通株式の自己株式数（株） 2,771 12,271

１株当たり純資産額の算定に用いられた
普通株式の数（株） 

124,414 114,593

当第１四半期連結累計期間
(自 平成20年４月１日  
 至 平成20年６月30日)

１株当たり四半期純利益金額 1,460円68銭

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 1,418円20銭

項目
当第１四半期連結累計期間
(自 平成20年４月１日  
 至 平成20年６月30日)

四半期連結損益計算書上の四半期純利益（千円） 173,473

普通株式に係る四半期純利益（千円） 173,473

普通株主に帰属しない金額（千円） ―

普通株式の期中平均株式数(株) 118,762

四半期純利益調整額（千円） ―

普通株式増加数(株) 3,558

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株
当たり四半期純利益金額の算定に含まれなかった
潜在株式について前連結会計年度末から重要な変
動がある場合の概要 

―
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(重要な後発事象) 

 
  

該当事項はありません。 

  

当第１四半期連結会計期間
(自 平成20年４月１日  
 至 平成20年６月30日)

 当社グループは、平成20年７月31日において株式公開（IPO）直前の企業に対して投資を行う投資事業組合

ngi IPOファンド-Ⅰの追加取得を行い、子会社化しております。 

１．取得の理由 

 二人組合である本ファンドは、当社が1口（出資比率0.05％）および株式会社SBI証券が1,999口（出資比率

99.95％）を出資しておりましたが、同社より取得の要請を受け、経済合理性のある価格で合意に至り、当社およ

び当社子会社にて追加取得することを決議いたしました。 

２．本ファンドの概要（追加取得後） 

(１)名称          ：投資事業組合ngi IPOファンド-Ⅰ 

(２)業務執行組合員：ngi group株式会社 

(３)所在地        ：東京都港区赤坂二丁目17番22号 

(４)出資金        ：2,000,000千円（2,000口） 

(５)出資比率      ：100％（間接保有含む） 

(６)設立年月日    ：平成17年5月30日 

(７)主な事業内容  ：投資業 
(８)決算期        ：４月30日 

３．持分の取得先 

(１)商 号      ：株式会社SBI証券 

(２)代 表 者   ：代表取締役執行役員社長 井土 太良 

(３)本店所在地 ：東京都港区六本木一丁目6番1号 

４．取得口数、取得価額、取得前後の所有口数及び払込日の状況 

(１)異動前の所有口数     1口（所有割合 0.05％） 

(２)取得口数         1,999口（取得価額 230,469千円） 

(３)異動後の所有口数 2,000口（所有割合 100.00％）（間接保有含む） 

(４)払込日      平成20年7月31日 

５．支払資金の調達及び支払方法 

 出資持分の取得はすべて現金で行い、取得に要した資金は自己資金で賄っております。 

２【その他】
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。 
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平成20年８月11日

ｎｇｉ ｇｒｏｕｐ 株式会社 

取 締 役 会  御中 

  
 

  
 

  
 

  

  

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている

ngi group株式会社の平成20年４月１日から平成21年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結累計期

間（平成20年４月１日から平成20年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借

対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行っ

た。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財

務諸表に対する結論を表明することにある。 

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビ

ューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公

正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行

われた。 

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公

正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、ngi group株式会社及び連結子会社の平成

20年６月30日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシ

ュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかっ

た。 

  

追記情報 

「重要な後発事象」に記載されているとおり、連結会社は平成20年７月31日に投資事業組合ngi IPOファ

ンド-Ⅰの追加取得を行い、子会社化している。 

  

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

  

以 上 

 
  

独立監査人の四半期レビュー報告書

監査法人アヴァンティア

代表社員 
業務執行社員

公認会計士  木 村 直 人     ㊞ 

代表社員 
業務執行社員

公認会計士  入 澤 雄 太     ㊞ 

(注) １ 上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期

報告書提出会社)が別途保管しております。 

２ 四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。 



 
  

【表紙】 

【提出書類】 確認書 

【根拠条文】 金融商品取引法第24条の４の８第１項 

【提出先】 関東財務局長 

【提出日】 平成20年８月12日 

【会社名】 ngi group株式会社 

  

【英訳名】 ngi group,inc. 

【代表者の役職氏名】 代表執行役社長CEO  小 池  聡 

【最高財務責任者の役職氏名】 該当事項はありません。 

【本店の所在の場所】 東京都港区赤坂二丁目17番22号 

【縦覧に供する場所】 株式会社東京証券取引所 

 (東京都中央区日本橋兜町２番１号) 



当社代表執行役社長CEO 小池聡は、当社の第12期第１四半期(自 平成20年４月１日 至 平成20年６

月30日)の四半期報告書の記載内容が金融商品取引法令に基づき適正に記載されていることを確認いたし

ました。 

  

確認に当たり、特記すべき事項はありません。 

  

１ 【四半期報告書の記載内容の適正性に関する事項】

２ 【特記事項】
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